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れ
　
　

INFORMATION

絵
金
蔵
、
二
周
年
。

お
ど
ろ
の
闇
へ
、
ご
招
待
い
た
し
ま
す
。

香
南
市
の
み
な
さ
ま
へ  

夜
に
無
料
開
放 

す
る
ワ
ン
！

  

赤
岡
の
夢
と
元
気
を
つ
め
こ
ん
で
出
発
し
た
絵
金
蔵
が
開
館
二
周
年
を

迎
え
ま
す
。 
そ
こ
で
、
「
お
か
げ
さ
ま
」
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
夜
間

の
無
料
開
放
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
昼
間
と
は
一
味
違
っ
た 

夜
の

絵
金
蔵
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
ご
ら
ん
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

　
皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
お
越
し
下
さ
い
。

編
集
後
記

幕末土佐の芝居絵師・金蔵

（通称・絵金）。彼は土佐

各地の祭礼に多くの芝居絵

屏風を残しました。絵金蔵

は、平成17年２月、赤岡の

地に残る23点の芝居絵屏風

を収蔵・ 保存するために作

られた施設です。

絵金蔵の三つの使命

年
に
一
度

‥
絵
金
の
文
化
を

　
　
　
　
守
る
た
め

伝
承
‥
次
の
世
代
へ

　
　
　
　
伝
え
る
た
め

縁
結
び

‥
地
域
を
超
え
て

　
　
　
世
代
を
超
え
て

場
所
　
絵
金
蔵
（
赤
岡
町
）

日
時
　
平
成
十
九
年
二
月
十
一
日
　
（
日
・
祝
）

十
七
時
半
～
十
八
時

        

　
（
入
館
は
十
九
時
半
ま
で
）

＊
昼
間
は
通
常
営
業
致
し
ま
す

夜
　
間先

着
二
十
名
様
に
絵
金
は
が
き
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

（
十
一
～
十
八
日
ま
で
。
十
一
日
は
昼
の
み
で
す
。
十
三
日
は
休
館
日
。
）

ひ
い
き
目
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

こ
の
頃
ま
す
ま
す
絵
金
の
絵
が

好
き
に
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。

特
に
子
供
の
い
き
い
き
と
し
た

姿
、
表
情
の
豊
か
さ
…
た
ま
り

ま
せ
ん
。
激
情
家
で
涙
も
ろ
く
、

厳
し
い
け
れ
ど
、
優
し
い
。
そ

ん
な
人
だ
っ
た
か
な
と
想
像
し

た
り
し
て
い
ま
す
。

と
は
い
え
、
就
任
よ
り
ま
だ
一

ヶ
月
、
夢
と
課
題
に
あ
ふ
れ
た

こ
の
場
所
で
、
上
を
向
い
て
一

歩
一
歩
、
支
え
て
下
さ
る
た
く

さ
ん
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
前
進

し
て
ゆ
け
た
ら
と
存
じ
ま
す
。

今
後
共
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　
（
新
副
蔵
長
・
福
原
僚
子
）

今
回
の
年
末
年
始
休
館
は
六

日
間
。
休
み
の
間
、
毎
日
や

り
残
し
た
仕
事
を
思
い
出
し

て
は
、
蔵
に
来
て
い
ま
し
た
。

こ
の
六
日
間
が
年
に
一
回
の

大
型
連
休
だ
っ
た
事
に
気
づ

い
た
の
は
、
開
館
日
前
日
夕

方
。
何
と
勿
体
な
い
事
を
…

と
年
明
け
早
々
ブ
ル
ー
な
気

分
に
出
勤
し
ま
し
た
。

さ
て
来
年
の
休
み
に
は
、
旅

行
に
で
も
行
こ
う
か
な
…
早

く
も
来
年
の
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
。

今
回
の
通
信
は
、
こ
の
季
節

に
ぴ
っ
た
り
の
作
品
。
と
同

時
に
、
副
蔵
長
お
気
に
入
り

の
作
品
＆
彼
女
の
初
仕
事
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
温
か
く
見

守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し

い
で
す
。

　
　
　
　
（
蔵
長
・
横
田
恵
）

香南市香我美町・絵金資料館所蔵

     〔絵金蔵〕

開館時間　
　午前9時～午後5時
　（入館は午後4時半まで）

観覧料
　大人500円、高校生300円
　小・中学生150円
　（15名以上の団体は各50円引き）

休館日
　毎週月曜日
　（月曜が祝日の場合は火曜）

　 12月29日～1月3日
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東 山 桜 荘 子
ひ が し や ま  さ く ら そ う し

佐 倉 宗 吾 子 別 れ

　江戸前期に起きたと伝えられる下

総国佐倉領（現、千葉県佐倉市）の

名主、惣五郎の直訴事件に取材した

講釈『佐倉義民伝』と柳亭種彦の草

双紙『偐紫田舎源氏』とを組み合わ

せ、時代を鎌倉時代に移して脚色し

たもの。

　領主の悪政に苦しむ農民たちがた

まりかねてその窮状を訴え出たとこ

ろ、反対に投獄されたため浅倉当吾

（佐倉惣五郎または宗五郎とも書く）

は将軍への直訴を決意し、家族に最

後の別れを告げるため、故郷に向か

う。

　この絵は渡し守甚兵衛の助けで家

に帰った当吾が妻子と名残を惜しむ

様子を描いたもの。降りしきる雪を

背景とした愁嘆の場面で、歌舞伎の

演目中「葛の葉子別れ」「重の井子

別れ」と並ぶ三大子別れの一つとさ

れる。

　この後、当吾一家は捕らえられ、

拷問の末、惨殺されるが、怨霊とな

って領主に復讐を果たす。

赤岡町本町四区所蔵　河田小龍作
安政5年（1858）銘　南国市片山公民館所蔵

　
歌
舞
伎
で
は
数
少
な
い
農

民
劇
で
す
が
こ
の
作
品
は
三

ヶ
月
大
入
り
の
大
ヒ
ッ
ト
と

な
り
、
そ
の
後
も
盛
ん
に
上

演
さ
れ
ま
し
た
。
　

　
明
治
に
入
っ
て
か
ら
は
時

代
設
定
が
鎌
倉
か
ら
江
戸
に

な
り
、
こ
れ
が
今
日
も
上
演

さ
れ
る
「
佐
倉
義
民
伝
」
の

台
本
の
原
型
と
な
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
農
民
の
た
め
に
一
命
を
投
げ
打
つ
英

雄
を
主
人
公
と
す
る
義
民
物
は
嘉
永
年
間
（
一
八

四
八ｰ

五
四
）
頃
か
ら
上
演
さ
れ
は
じ
め
ま
し
た
。

本
来
、
将
軍
家
や
大
名
に
対
す
る
不
満
を
出
版
物

や
演
劇
を
通
じ
て
述
べ
る
こ
と
は
、
法
令
に
よ
っ

て
厳
し
く
禁
じ
ら
れ
た
の
が
こ
の
時
代
。
時
代
設

定
を
鎌
倉
に
移
す
な
ど
の
工
夫
が
あ
っ
た
と
は
い

え
、
そ
れ
が
幕
末
に
な
っ
て
可
能
と
な
っ
た
の
は

幕
府
の
統
制
が
ゆ
る
み
、
権
威
が
失
わ
れ
た
一
つ

の
あ
ら
わ
れ
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
後
も
幕
末
か
ら
明
治
期
に
起
き
た
農
民
一

揆
や
自
由
民
権
運
動
を
反
映
し
て
様
々
な
義
民
物

が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
近
森
敏
夫
氏
は
「
こ
の
作
品
の
流
行

は
義
民
佐
倉
宗
五
郎
の
〈
五
郎
〉
が
御

霊
の
音
に
通
じ
る
こ
と
か
ら
、
農
漁
村

で
の
凶
作
悪
疫
の
災
難
を
払
っ
た
民
間

信
仰
の
根
が
ふ
か
く
し
み
こ
ん
で
い

る
。
」
（
『
絵
金
読
本
』
）
と
述
べ

て
い
ま
す
。
芝
居
絵
の
み
な
ら
ず
、
こ

の
物
語
は
草
子
や
講
談
な
ど
に
数
多
く

取
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

　
大
ヒ
ッ
ト
の
背
景
を
、
民
俗
や
信
仰
と

い
っ
た
視
点
か
ら
探
っ
て
み
る
の
も
お
も

し
ろ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

赤岡町本町二区所蔵

高知市郡頭神社奉納保存会所蔵

こんなにあった！？　<東山桜荘子>

　　　　　所蔵者の声

この絵は他のおどろおどろしい絵と違
って、別れを描いた悲しい絵。絵金の
屏風絵はこれまで、町内持ち回りで空
いている蔵や、時には土間などに保管
され、祭りの時以外に開くことは全く
といっていいほどありませんでした。
幼い頃から祭りの風景に接していたの
で、屏風絵は刺身に例えればツマのよ
うなもの。ごくあたりまえの存在でし
た。それでも子供心に色の鮮やかさや
線の鋭さをすごい、と感じていたこと
を覚えています。（所蔵者のお一人、
島崎さんに伺いました）

…子別れの場面 …去ってゆく当吾 …子供の前で拷問に

ぼう然と父を見上げる子供の頬には涙

が一筋‥‥よく見ると赤で描かれてい

ます。（モノクロでしかお見せできな

くて残念。）

無邪気に笑いかける子供たちから顔を

そむけ、赤い血の涙を流す当吾。

二曲一隻屏風/紙本著色/176.0×162.0㎝

歌舞伎狂言・時代世話物・三世瀬川如皐作
嘉永４年（1851）8月　江戸・中村座初演　

嘆き悲しむ妻

この後、怨霊となった当吾一家の復讐場
面となり、この場面を描いた芝居絵も県
内に残されています。
初演時の仕掛けでは磔柱を背負った当吾
一家の幽霊が現れ、その復讐のすさまじ
さは観客をうならせたと伝えられます。

参考：『絵金展』高知県立美術館図録　図版№35

この他幕末、江戸で活躍した三代目歌川豊
国（国貞）や、歌川国芳といった浮世絵師
たちも、数多く佐倉惣五郎に関わる芝居絵
を残しています。

〔参考文献〕
『日本伝奇伝説大事典』角川書店　1986年10月
『歌舞伎事典』平凡社　1993年4月　
『国立劇場所蔵　芝居版画等図録Ⅱ』国立劇場　
　1980年
近森敏夫『絵金読本』赤岡町・赤岡町教育委員会
　1995年7月
『絵金展　土佐の芝居絵と絵師金蔵』高知県立美
　術館　1996年

はじめまして！
蔵通信専属解説員
かなえです。

じ ょ こ う

にせむらさき

し ゅ う た ん

り ゅ う て い た ね ひ こ
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